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食と栄養の専門職である管理栄養士・栄養士の職業観や倫理観はいかばかりか。約200万人 

は大きい。
　　　　　　　　　　　　　
　
　
日本の栄養士は世界的に早く、誕生しました。誕生した当初の評価は非常に高かったようです。その結果として、栄養士養成は国の制度として認められることになり、栄養士法もできました。雨後のたけのこのように栄養士養成施設が増えました。社会的に栄養士が評価されていない現実は養成教育制度にあるのか、教育内容にあるのか、栄養士の数の多さなのでしょうか。栄養士養成の柱となる学問領域は家政学、生活科学、医学、農学など多様です。　日本学術会議の大学教育の質保障を検討する専門部会には家政学や生活科学はありますが栄養学は存在しません。近年、栄養教諭の誕生に伴い、食育がクローズアップされ、食育は地産・地消を視野に置いた教育をするべきだと…。そのため、農学のみでなく、水産学部、獣医学部などのほか工学部から栄養士養成に参入する動きが強まっています。
議論を通じて、あきらかになったこと。①栄養士の現状を打破する解決方法はだれも持っていないという現実、
②18歳人口の減少と規制緩和により栄養士養成が大きく変化しようとしている現実→専門栄養士養成大学が誕生する？　臨床栄養士養成大学？　栄養士養成施設教員を養成する大学？　などなど。
当NPOが目指す夢は社会の要請と負託に応えられる栄養士制度の実現です。「教育の質の向上、業務の専門性の向上を通じて栄養士の社会的地位の向上、社会評価をいかに高めるか。」にあります。現状とのギャップをいかに克服するかも問われています。　新設大学の教員審査は厳しく、それなりに評価できます。しかし、その審査は学歴や研究業績など紙による評価で、教育できるか否かではありません。平成12年の栄養士法の一部改正は実務経験を重視しました。多様化する社会の課題解決には実践教育が重要なことを否定するものではありません。栄養士教育では実践力は大事なポイントです。実務経験が実践力として教育に反映されることは望ましいのですが、実務経験は教育力と同じではありません。課題をみつけ、課題を解決するためにはどこにアッタクすればよいのかの判断力も必要です。管理栄養士免許取得には教育実習はありません。シラバスや授業計画を書いたことがない、「板書」の意味すら理解できない教員、栄養士法すら理解しているとは言い難い、ましてや教育基本法や憲法などもってのほか…という教員の再教育が必要なのではないでしょうか。その点の議論が少しですができたように思います。

当法人の活動は当面、社会人基礎教育として「栄養士のための個別パソコン教室」と「身体計測法」に取り組むと共に、栄養士の諸課題解決を模索するための「ジャーナル　えいようしの教育（挑戦）」に取り組む予定です。皆様のご支援とご協力を心からお願い申し上げます。

　　　　
　
　　　　　　　　　　　発行責任者　日本管理栄養士・栄養士の夢　有馬克彦、山口蒼生子
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有馬克彦理事長からのメッセージ























テーマ：多様化する大学教育と栄養士教育


話題提供者：山口蒼生子（NPO日本管理栄養士・栄養士の夢　監事）





【研修風景】
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次回のお知らせ　　2014．01、　　午後6時30分


　　　　　　　　　　　　　　　　受付　6時


　　　　　　　　　場所：東京芸術劇場　ミーテイングルーム１


　　　　　　　　第2回　サイエンスカフェ“夢”


テーマ　栄養士制度と栄養士法を裏側からながめてみたら


話題提供者　芦川修弐先生または古畑公先生





当NPO法人は細々ながらも少しずつ前進しつつあります。サイエンスカフェ“夢”も4回目を迎え、参加者は少なかったのですが有意義な会になりました。設立当初から持ち続けている“夢”を少しでも現役の栄養士さんのために貢献できればと…活動範囲も拡大しつつあります。夢をあきらめずに挑戦していきたいと考えております。皆様のご支援、ご協力を切にお願い申し上げます。





【話題のポイント】


�


高等教育として、栄養士養成の専門教育と教養教育の関わりを考える時、生活上の広い分野について学修し、生活の諸問題を科学的な根拠の下に解決し、課題を発見し周辺の条件を勘案して問題を解決するための理論的な洞察力や情報処理能力を身に付ける【ジェネリックスキル：流動性の高い社会の学士力、社会人基礎力を身に着けさせる】が重要になる。学士力（教養教育）として大事なのは基礎教育（日本国憲法、日本語力と日本史教育）、栄養士教育（専門教育）で必要な基礎教育は栄養士法、身体計測法、課題解決に取り組むための基礎的統計処理技術であると強調された。














デイスカッションコーナー





　　　　　　　　　　　　管理栄養士・栄養士の夢からのお知らせ


第５回　サイエンスカフェ”夢“予定


　日時　平成27年２月初旬：午後６時30分～8時30分（受付：午後６時）


　場所　東京芸術劇場　ミーテイングルームⅠ


　テーマ　NPO管理栄養士・栄養士の夢として取り組む課題【国際化の進展と栄養士教育】


講師はアメリカの家政学を学ぶため、留学された家政教育社社長：宮原祐弘氏を予定しております。皆様のアイデイアをお寄せいただくとありがたいです。


管理栄養士・栄養士の夢の紹介と会員（賛助会員も）のご紹介にお力添えをお願いいたします。問い合わせ先　NPO法人日本管理栄養士・栄養士の夢事務局：℡とfax　03-6315-0194　 Mail　� HYPERLINK "mailto:sosei@nifty.com" �sosei@nifty.com�

















℡&Fax：03-6315-0194


　　　　　　　　　E-mail:sosei@nifty.com











